
１．はじめに

総務省が発表した通信利用動向調査によると、

学齢期におけるインターネット普及率は平成１４

年から平成１９年にかけての過去５年間で、６～

１２歳では５３％から６９％へ、１３～１９歳では８８％か

ら９５％へと急増している１）。児童生徒へのイン

ターネットの普及に伴い、学習での活用や、多

様な情報の活用をはじめとするインターネット

利用のメリットに対し、過剰使用、有害情報へ

の接触、サイト上での誹謗中傷、社会的適応上

の問題など２、３）、発達途上にある子どものイン

ターネット使用におけるマイナス面の可能性に

ついて検討する必要性が高まってきた。

インターネットに依存し、過剰使用に陥るこ

とによる問題については、ヤング４）によって詳

細に報告されている。それによると、依存に陥

ることにより、長時間使用による心身の問題発

生、現実社会の重要事項の軽視、使用制限によ

る離脱症状、現実問題からの逃避など、社会生

活自体の継続をも困難にさせるような実態が現

実に生じており、諸外国では、インターネット

依存の程度を測定しようとする試みも行なわれ

ている４～６）。しかし、ほとんどの研究は大学生

や成人を対象としており、学齢期の子どものイ

ンターネット依存に関する研究は、Linら７）が、

台湾の高校生を対象にしてインターネット依存

者を抽出し、学業成績や親との関係等について

報告している以外は、世界的にも報告はきわめ

て限られている。同様にわが国でも、児童生徒

のインターネットの依存の測定方法や、それが

心身に及ぼす影響、依存に関わる要因等に関す

る知見は、一部を除いて８）ほとんど蓄積されて

いないのが現状である。

ところで、インターネットの普及以前から、

わが国の子どもの生活に深く浸透し、その使用

が発達等にマイナスの影響を及ぼす可能性につ

いて懸念が持たれてきたのはテレビゲームの使

用である９）。テレビゲームは、小学生の好きな

遊びの１位として挙げられるようになり１０）、学

校から帰宅後に児童生徒がテレビゲーム・パソ

コンをした時間が平均１.５時間におよぶことが、

全国的な調査１１）からも報告されている。テレビ

ゲームの使用が子どもの社会的発達に影響を及

ぼすか否かについての研究は、少しずつ進んで

きてはいるものの数は少なく１２～１４）、現時点では

十分なコンセンサスを得るに至っていない。そ

の中で、暴力性への影響については、ある種の

ゲームが暴力性を促進する可能性を支持する結

果が蓄積されつつある１５～１７）。しかし、わが国の

これまでの研究の流れの中で、児童生徒のテレ

ビゲームの依存傾向に着目し、測定尺度の開発

─ １８１ ─

児童生徒のインターネット、テレビゲーム依存傾向尺度の構成と、

小学生から高校生にかけての依存傾向尺度値の横断的変化

戸部　秀之　埼玉大学教育学部学校保健学講座
堀田美枝子　埼玉県立浦和西高等学校　　　　
竹内　一夫　埼玉大学教育学部学校保健学講座

キーワード：項目反応理論、段階反応モデル、項目パラメータ、妥当性

埼玉大学紀要　教育学部，５９（2）：１８１─１９９（２０１０）



や実態把握、関連要因等を検討した研究は、筆

者の知る限り見当たらない。

我々はこれまで、児童生徒のインターネット、

テレビゲーム、携帯電話等の利用実態、および、

それらの使用が児童生徒に及ぼす悪影響の可能

性について、総合的に検討してきた１８）。その一

環として、本研究は、児童生徒のインターネッ

トおよびテレビゲームへの依存傾向を測定する

ための尺度を、テスト理論の一つである項目反

応理論（Item Response Theory、以下、IRT）

を用いて構成することを目的として実施した。

また、各依存傾向の学年の進行に伴う発達的変

化や性差について、その傾向を検討した。

なお、インターネットへの依存については、

DSM－Ⅳ１９）の「特定不能の衝動制御の障害」に

当てはまるのではないかという見方があるが２０）、

わが国ではこの分野の知見が限られており、現

状では疾患・障害としての位置づけはない。こ

こでは、疾患・障害のとしての意味を含む「依

存」ではなく、インターネットに没頭すること

による特徴的な問題性にどの程度当てはまるか

を「依存傾向」として捉えようとした。テレビ

ゲームへの依存傾向についてもそれに準じた捉

え方をしている。

ここで、尺度構成にIRTを用いる理由につい

て触れておきたい。IRTには、これまで尺度構

成において一般に用いられてきた因子分析や古

典的テスト理論などの方法と比較して、重要な

利点がある。例えば、IRTでは困難度や識別力

を示すパラメータが尺度構成に用いた母集団に

依存しないため、特徴の異なる多様な集団への

尺度の適用が可能である。この特徴によって、

集団の特徴に左右されることなく尺度を利用し、

かつ、多様な集団の尺度値を直接比較すること

が可能になる。例えば、本研究で構成する尺度

を、発達段階が大きく異なる小学生から高校生、

さらにはそれ以上の学生や成人に用いて、その

値を共通尺度上で比較検討することも理論上制

限されない。尺度値を依存傾向の判定に用いる

だけでなく、その発達的変化を記述したり、長

期的な縦断的変化を追跡したりすることも可能

になる。また、IRTでは、当該特性の測定のた

めに用意された項目の集合である項目プールの

中から、測定の目的や対象、調査環境等に応じ

て項目を任意に選択して用いることができ、か

つ、求めた尺度値を共通尺度上で表現すること

が可能であるなど、柔軟で応用性の高い尺度構

成を実現するための優れた特徴を備えている。

このような、理由により、本研究ではIRTを用

いることにした。

２．対象および方法

２－１　対象と調査内容

本研究は、テレビゲームやインターネット等

の使用と子どもの心の健康の関連を総合的に検

討するための調査の一環として行われた１８）。調

査内容には、テレビゲームやインターネット、

携帯電話等の使用状況に関する項目、問題性の

ある使用状況や使用環境に関する項目、メンタ

ルヘルスをはじめとする心の状態に関する項目、

インターネットおよびテレビゲームへの依存傾

向に関する項目等が含まれる。

調査の実施にあたっては、S県教育委員会の

協力のもと、２００６年５月から６月の間に、S県

内の小学校１１校、中学校１０校、高等学校１０校の

計３１校に調査を依頼した。対象校の選定に当

たっては無作為抽出の手続きはとっていないが、

地域等、極力偏りの生じないよう配慮して選定

した。実施に当たっては、対象学校に対し、書

面にて調査の意義、回答者の人権的配慮、およ

び、調査実施に関する説明を行ったうえで調査

を依頼し、調査協力の同意が得られた学校に調

査票を送付し、学級にて調査を実施してもらっ

た。なお、調査対象は、小学校４～６年生、中

学校１～３年生、高等学校１～２年生とし、各

校には１学年につき１学級を抽出して調査を実

施してもらった。調査実施時に、学校において、

児童生徒に対して調査の意義等の説明、調査に

協力する意思のある児童生徒のみ回答すること
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などを説明してもらうようにし、各学校には、

調査票とともに説明書を添付した。

このようにして、計３,３２０名に調査票を配布し、

２,９４７名（８８.８％）から回答が得られた。本研究

では、目的に必要なデータを含む２,８５８名を分析

対象とした。なお、インターネット依存傾向に

関する分析については、インターネットを使用

する者１,５２１名、テレビゲーム依存傾向に関する

分析については、テレビゲームを使用する者

１,７４２名のデータを用いた。

２－２　インターネット依存傾向尺度およびテ

レビゲーム依存傾向尺度の構成

（１）　尺度項目の設定

まず、各尺度で測定しようとする各依存傾向

の概念を明らかにしておく。インターネット依

存傾向については、その構成概念を『インター

ネットに没頭することによって、心身の状態や

社会生活上、問題が生じている状態』とした。

尺度項目は、ヤング４）が報告しているインター

ネット依存者に見られる特有の症状や、インター

ネット依存の判定に用いられている項目等４）２１）

を参考に、児童生徒の発達段階に合うよう項目

を精選し、１１項目の尺度項目を設定した（表１）。

これらの項目には、インターネットの長時間使

用と、それによる心身、生活習慣、社会生活上

の問題の発生、学業や人間関係といった現実社

会の重要事項を軽視・無視する傾向、周囲から

の問題の指摘、使用制限による離脱症状やそれ

に類する状態、現実問題からの逃避など、ヤン

グ４）が報告しているインターネット依存者に高

頻度に見られる特徴が含まれている。回答は、

「よくある」、「時々ある」、「あまりない」、「な

い」、の４件法で求めた。いずれの項目も、「よ

くある」と回答した者ほど依存傾向が高く、「な

い」と回答した者ほど依存傾向が低いと考えら

れる項目である。

本研究では、インターネット依存傾向の捉え

方をテレビゲーム依存傾向にも適用し、テレビ

ゲーム依存傾向の構成概念を『テレビゲームに

没頭することによって、心身の状態や社会生活

上、問題が生じている状態』とした。インター
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ネット依存傾向に用いた１１項目中の「インター

ネット」を、「テレビゲーム」に置き換えること

で、テレビゲーム依存傾向の尺度項目（１１項目）

を構成した（表２）。

（２）　IRT分析

本研究では、IRTを用いて、尺度の一次元性

を前提とした尺度構成を行う。因子分析（主因

子法）によって各尺度項目の一次元性について

確認したうえで、IRT段階反応モデル２２、２３）によ

る項目パラメータの推定に利用できるIRT分析

用プログラムMULTILOG２４）を用いて周辺最尤

推定法によって項目パラメータを推定した。

IRTの詳細は他の文献に譲るが２２、２３）、４件法の回

答様式によるIRT段階反応モデルについて簡略

に述べると次のようになる。

仮に尺度項目への反応が｛１，２，３，４｝

の４件法で、かつ、特性値（θ：本研究では各

「依存傾向」）が低いほど「１」に、特性値（θ）

が高いほど「４」に反応する確率が高くなるよ

うな回答様式であるとする。この時、項目毎に、

特性値（θ）とある値以上のカテゴリに反応す

る 確 率 と の 関 係 を 表 す 境 界 特 性 曲 線

（Boundary Characteristic Curve； BCC）を設

定 す る。こ こ で 項 目jに つ い て、カ テ ゴ リ

｛１，２，３，４｝のいずれかに反応する確率

をP＊j０（θ）＝ １.０、カテゴリ｛２，３，４｝の

いずれかに反応する確率をP＊j１（θ）、カテゴリ

｛３，４｝のいずれかに反応する確率をP＊j２

（θ）、カテゴリ｛４｝に反応する確率をP＊j３（θ）、

カテゴリ｛＞４｝に反応する確率をP＊j４（θ）＝

０.０とし、P＊jk（θ）（k＝１，２，３）にロジス

ティック曲線を仮定する。すなわち、

　P＊jk（θ）＝［１ ＋exp｛ －aj（θ －bjk）｝］－１

　　　     k＝ １，２，３

（４段階リッカートモデルの回答形式の場合）

なお、段階反応モデルでは識別力パラメータ（a）

は、同一項目のBCCでは同じ値をとることが仮

定される。次のように、BCCの差から特性値

（θ）と当該カテゴリに反応する確率を表す項

目 反 応 カ テ ゴ リ 特 性 曲 線（Item Response 
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Category Characteristic Curve; IRCCC）Pjk（θ）

が与えられる。

カテゴリ｛１｝に反応する確率：

　　Pj１（θ）＝ P＊j０（θ）－ P＊j１（θ）

カテゴリ｛２｝に反応する確率：

　　Pj２（θ）＝ P＊j１（θ）－ P＊j２（θ）

カテゴリ｛３｝に反応する確率：

　　Pj３（θ）＝ P＊j２（θ）－ P＊j３（θ）

カテゴリ｛４｝に反応する確率：

　　Pj４（θ）＝ P＊j３（θ）－ P＊j４（θ）

なお、識別力パラメータ（a）の値が高い項目

ほどBCCは特性値（θ）の変化とともに急激に

立ち上がり、その傾きが大きくなるθの範囲で

特性値（θ）をよく識別する。「a」の高い項目

は当該尺度で測定しようとする特性をよく反映

している項目といってよい。困難度パラメータ

（b１，b２，b３）はBCCの位置を表すパラメータ

で、BCCが反応確率０.５を横切る特性値（θ）の

値である。識別力パラメータ（a）が同じであれ

ば、b１、b２、b３が低値をとる項目ほど特性値

（θ）、つまりここでは依存傾向が、低いレベル

から肯定的な回答（「よくある」や「時々ある」

など）を選択する確率が上昇する項目である。

逆に、b１、b２、b３が高値であるほど、依存傾向

がより高いレベルに達してから肯定的な回答を

選択するようになる項目である。

各児童生徒の尺度値については、各項目への

個人の回答より、本研究で導いた項目パラメー

タを用いて最尤推定法によって求めた。計算は

IRT用プログラムMULTILOG２４）を用いた。

２－３　尺度の精度に関する検討

（１）　各依存傾向尺度値と、インターネット、テ

レビゲーム使用時間との関連

尺度の妥当性の検証の一環として、インター

ネットまたはテレビゲームの各尺度値と使用時

間との関連を検討した。インターネットの使用

時間については、学校以外での使用時間につい

て質問しており、「インターネットをする日は

１週間で何日くらいありますか」という質問か

ら１週間の使用日数に関する情報を、また、「イ

ンターネットをする人は、する日にはどのくら

いの時間しますか」という質問を平日、休日別

にすることによって使用日の平均的な使用時間

に関する情報を得た。使用日の平均的な使用時

間に１週間の使用日数を乗ずることによって１

週間の使用時間を求めた。なお、インターネッ

トの使用には、パーソナルコンピュータを用い

る場合と携帯電話を用いる場合等があるが、こ

こでは両者を区別した質問は行っていない。

テレビゲームの使用時間については、イン

ターネットと同様の方法によって１週間の使用

時間を求めた。ただしテレビゲームには多様な

形態があり、何をもってテレビゲームとするか

を一概に定義づけることは難しい。本研究では、

テレビゲームには、種々のポータブルタイプの

ゲームやオンラインゲームを含めることとし、

携帯電話によるゲームは含めないものとして質

問している。

各使用時間を従属変数に、各尺度値および学

年、性別を独立変数とした重回帰分析を用いて

検討した。なお、学年および性別は制御変数と

して独立変数に投入している。

（２）　各依存傾向尺度値と、インターネット、テ

レビゲームの使用に関する制御不能感との

関連

質問紙において、「インターネットをする時間

を短くしようと思ったら、自分で短くすること

ができますか」という質問を行ない、インター

ネットの使用を抑制することを回答者に想像さ

せ、それに対する行動の制御不能感の程度を、

１）できると思う、２）どちらとも言えない、

３）できないと思う、の３件法によって聞いて

いる。テレビゲームについても同様の質問をし

ている。ここでは、各尺度値を従属変数に、学

年、性、制御不能感を要因とした分散分析を行

ない、制御不能感と各尺度値との関連性から妥

当性を検討した。学年および性別は制御変数と
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して独立変数に投入している。

２－４　尺度の簡易的利用法の検討

IRTの分析は、通常は専用のコンピュータソ

フトを用いるため、その手法に精通していない

尺度の利用者にとっては、大きな問題となる。

そこで、例えば、各尺度項目に対する選択肢に

得点を与え、その単純な合計値から、実用上十

分な精度を持ってIRTによる依存傾向尺度値を

求めることができれば都合がよい。そこで、イ

ンターネット依存傾向項目の各項目に、「よくあ

る」と回答した場合に３点、「時々ある」と回答

した場合に２点、「あまりない」と回答した場合

に１点、「ない」と回答した場合に０点を与えた

場合の１１項目の合計得点を算出し、合計得点と

IRTによる依存傾向尺度値との関連をピアソン

の積率相関係数により確認したうえで、合計得

点から尺度値を十分な精度で推定できるかどう

かを検討した。テレビゲーム依存傾向項目につ

いても同様の検討を行った。さらに、それぞれ

を使用する児童生徒集団の各パーセンタイルに

あたる尺度値と、それに対応する合計得点を示

すことで、尺度が簡便に利用できるようにした。

３．結果

３－１　児童生徒のインターネット、テレビ

ゲームの使用状況

表３に、対象とした児童生徒のインターネッ

トの使用状況を示す。インターネットを使用す

る児童生徒は、小学生の５０％前後から高校生の

６０～７０％へと、学年の進行とともに増加した。

インターネットを週２０時間以上行う長時間使用

者は、小学校高学年から徐々に出現し、学年の

進行とともに増加し、高校生では１０％前後に達

していた。特に、週３０時間以上のきわめて長時

間の使用者が小学生から中学生にかけて出現し、

高校２年生では男女とも６％に達していた。
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表３　児童生徒の週当たりのインターネット使用時間（頻度）



表４に、対象とした児童生徒のテレビゲーム

の使用状況を示す。学年の進行に伴うテレビ

ゲーム使用者の変化は男女で異なった特徴が見

られた。男子においては、小学生では９０％前後

がテレビゲームを使用し、高校生の６５％前後へ

と徐々に減少する傾向が見られた。女子では、

男子に比べ使用者が総じて少なく小学生では７０

～７５％前後であり、その後、中学生から高校生

にかけて使用者が大きく減少し、高校生では２０

～２５％前後まで減少した。テレビゲームを週１０

時間以上行う者は、男子では総じて２０％前後み

られた。女子では、小学生においては１０％前後、

中学生から高校生にかけては１～４％と男子に

比べ少数であり、特に中学生以降大きく減少し

ていた。週２０時間以上行うかなりの長時間使用

者に注目すると、男子では小学生から高校生に

かけて、若干の低下傾向はあるものの、総じて

９％、女子では１.５％であった。

３－２　IRT分析

本研究ではIRTを用いて一次元性を前提とす

る尺度構成を行っているため、基本的条件とし

ての尺度項目の一次元性を確認するために主因

子解による因子分析を行った。インターネット

依存傾向項目（１１項目）についてみると、固有

値１.０以上として因子を抽出すると１因子が抽

出され、第１因子の寄与率は４８.８％であった。

テレビゲーム依存傾向項目（１１項目）について

は、２因子が抽出され、第１因子および第２因

子の寄与率はそれぞれ３６.９％、９.２％であった。

一般に第１因子の寄与率が２０％を超えているな

ら１因子構造とみなしてIRTによる分析を行っ

てよいことになっていることから２５）、両尺度項

目ともに１次元性が存在するものとし、IRT段

階反応モデルを適用した。その結果、インター

ネット依存傾向項目（表１）、および、テレビ

ゲーム依存傾向項目（表２）の項目パラメータ

が得られた。なお、表中の項目番号は、困難度
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表４　児童生徒の週当たりのテレビゲーム使用時間（頻度）



（b１～b３）の平均値が小さいものから順に記載

してある。

インターネット依存傾向項目の識別力（a）は

２.２２～４.３５と非常に高い傾向が見られた（表１）。

困難度パラメータについては、b１、b２、b３のそ

れぞれの平均値±標準偏差は、０.４４±０.４７、１.０１

±０.４３、１.５６±０.３６であった。全ての困難度パラ

メータ（計３３個）の平均値±標準偏差は１.００±

１.０４と、総じて高い値であった。

テレビゲーム依存傾向項目の識別力（a）は

１.２１～２.２９であり、インターネット依存傾向項目

の識別力と比べると低い値であったが、全体と

して１.０を上回っており、十分に高い識別力を

もっていた（表２）。困難度パラメータについて

は、b１、b２、b３のそれぞれの平均値±標準偏差

は、０.１６±０.８０、１.１２±０.６８、２.０７±０.４７であり、

全ての困難度パラメータの平均値±標準偏差は

１.１２±０.９２と、総じて高値であった。

IRTにおいて、テスト情報量から求められる

標準誤差は、精度に関する２つの観点である妥

当性と信頼性のうち信頼性の概念に相当し、

IRTでは特性値（θ：ここでは尺度値）の水準

毎に表現できるという利点がある。図１には、

１１項目すべてを用いて尺度値を推定した場合の

インターネット依存傾向尺度のテスト情報量と

標準誤差を、図２には、同様に１１項目すべてを

用いた場合のテレビゲーム依存傾向尺度のテス

ト情報量と標準誤差を示す。インターネット依

存傾向尺度では、尺度値－０.９～１.９の範囲では標

準誤差は０.３未満と実用上十分に小さく、特に、

尺度値－０.４～１.６の範囲では０.２未満であった。

テレビゲーム依存傾向尺度においても、尺度値

－１.０～１.９の範囲では標準誤差は０.３未満であっ

た。

３－３　学年・性別の依存傾向尺度値

インターネットを使用する児童生徒について、

得られた項目パラメータを用いて個人毎のイン

ターネット依存傾向尺度値を求めたところ、平

均値±標準偏差は－０.０５±０.７６であった。尺度値

の学年の進行に伴う横断的変化および性差を確

認するために、学年および性を要因とする２元

配置分散分析を行なった（図３）。学年（p＜

０.００１）、性別（p＜０.０１）とも有意な主効果が観

察され、依存傾向は男子に比べ女子で高く、学

年ともに上昇する傾向が見られた。学年間の多

重比較検定の結果（表５）、小学生と中２年生以

上の学年との間、および、中１年生と中３年生

以上の各学年との間に有意差が見られた。

テレビゲームを使用する児童生徒について、

個人毎のテレビゲーム依存傾向尺度値を求めた
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図１　インターネット依存傾向尺度の標準誤差

図２　テレビゲーム依存傾向尺度の標準誤差



ところ、平均値±標準偏差は０.０８±０.８４であった。

尺度値を従属変数に、学年および性別を要因と

した二次元配置分散分析によると（図４）、学年

（p＜０.００１）の主効果が有意であり、学年とも

に依存傾向が上昇する傾向が見られた。学年間

の多重比較検定の結果からは、小４年生から中

１年生までの学年と中２年生以上の学年との間

に有意差が見られた（表５）。また、性別（p＜

０.００１）の主効果が有意であり、男子の方が有意

に高い依存傾向を示していた。なお、学年×性
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図３　インターネット依存傾向尺度値の学年に伴う変化および分散分析の結果

図４　テレビゲーム依存傾向尺度値の学年に伴う変化および分散分析の結果

表５　多重比較検定（Tukey’ s test）による各尺度値の学年間の差



別の交互作用（p＜０.００１）が有意であり（図４）、

学年に伴う上昇傾向には男女に異なった傾向が

あることが示されている。

３－４　各依存傾向尺度値と、インターネット、

テレビゲーム使用時間との関連

インターネットを使用する児童生徒を対象に、

インターネット依存傾向尺度値、および、制御

変数として学年、性別を独立変数に、インター

ネット使用時間を従属変数として重回帰分析を

行った（表６）。重回帰係数が有意だった変数は、

インターネット依存傾向尺度値（t＝１５.６、p＜

０.００１）、および、学年（t＝６.８、p＜０.００１）であ

り、インターネット依存傾向尺度値とインター

ネット使用時間の間には明確な関連が観察され

た。同様に、テレビゲームを使用する児童生徒

を対象に、テレビゲーム依存傾向尺度値、およ

び、学年、性別を独立変数に、テレビゲーム使

用時間を従属変数として重回帰分析を行った

（表６）。重回帰係数が有意だった変数は、テレ

ビゲーム依存傾向尺度値（t＝１６.５、p＜０.００１）、

および、学年（t＝－４.０、p＜０.００１）、性別（t＝

－５.７、p＜０.００１）であり、テレビゲーム依存傾

向尺度値とテレビゲーム使用時間には明確な関

連が観察された。

３－５　各依存傾向得点と、インターネット、

テレビゲームの使用に関する制御不能

感との関連

インターネットの使用に関する制御に対する

回答率は、「できると思う」、「どちらとも」、「で

きないと思う」に対し、それぞれ７０.２％、２１.８％、

８.０％であった。表７に、インターネット依存傾

向尺度値を従属変数とし、制御不能感、学年、

性別を要因とした分散分析の結果を示す。制御

不能感、学年、性別の主効果が有意（p＜０.００１）

であり、制御不能感のF値（１３４.０）はとりわけ

高値であった。交互作用はいずれも有意ではな

かった。制御不能感に関する多重比較検定

（Tukey’ s test）によると、「できると思う」、

「どちらとも」、「できないと思う」の３水準間

はいずれもで有意差（p＜０.００１）があり、制御

不能感が高まるほど、インターネット依存傾向

尺度値は高い値を示した。
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表６　インターネット・テレビゲーム依存傾向、学年、性別を独立変数とし、インターネット・テレビゲーム使用
時間を従属変数とした重回帰分析の結果



同様に、テレビゲームの使用に関する制御に

対する回答率は、「できると思う」、「どちらとも」、

「できないと思う」に対し、それぞれ６１.６％、

２９.８％、８.６％であった。表７に、テレビゲーム

依存傾向尺度値を従属変数に、制御不能感、学

年、性別を要因とした分散分析の結果を示す。

制御不能感と学年の主効果が有意（p＜０.００１）

であり、制御不能感のF値（１６３.２）はとりわけ

高値であった。交互作用は、学年×性別のみ有

意（p＜０.０１）だった。制御不能感に関する多重

比較検定（Tukey’ s test）によると、「できると

思う」、「どちらとも」、「できないと思う」の３

水準間はいずれもで有意差（p＜０.００１）があり、

制御不能感が高まるほど、テレビゲーム依存傾

向尺度値は高い値を示した。

３－６　各尺度値と合計得点との関連

インターネット依存傾向尺度値と、尺度項目

に対する回答の単純な合計得点とのピアソンの

相関係数は、r＝０.９４ （p＜０.００１）であり、テレ

ビゲーム依存傾向尺度値とその合計得点との相

関係数は、r＝０.９６ （p＜０.００１）と、きわめて高

い相関関係にあった。

図５に、インターネット合計得点毎の尺度値

の平均値±標準偏差を示すが、平均値は緩やか

な曲線を描いていた。合計得点毎の標準偏差は

０.１０前後ときわめて小さかった。同様に、テレ

ビゲーム合計得点毎の尺度値の平均値±標準偏

差についても、平均値は緩やかな曲線を描き、

標準偏差は０.１３前後と小さかった（図６）。

本研究の対象者について、各依存傾向尺度値

のパーセンタイル値と、それぞれに相当する合

計得点を求めたところ、表８のようになった。
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表７　インターネット・テレビゲーム使用の制御不能感、学年、性別を要因とした、インターネット・テレビゲー
ム依存傾向尺度値に関する分散分析の結果



４．考察

子どものインターネット依存に関する事例は

比較的多く報告されており８）、インターネット

依存の問題性は、成人のみでなく、子どもにお

いても重大な問題であることが分かる。一方で、

集団を対象とした実態把握や、依存がもたらす

影響、依存の関連要因等の研究はほとんど進ん

でいない。

海外の研究を参考に、インターネット依存者

のインターネットへの平均接続時間を見てみる

と、大学生以上の年齢層を対象としている報告

で依存者として判定された者の平均使用時間は、

１３時間２６）、１９時間５）、２０～２５時間２７）、３９時間４）

など、きわめて多様である。数少ない学齢期を

対象とした報告によると７）、高校生を対象に約

１８時間という値が示されている。これらを総合

的に見ると、わが国の児童生徒においても、週

２０時間程度以上の長時間使用者については、特

に注意が必要であると言えよう。本研究の結果

─ １９２ ─

表８　児童生徒におけるインターネット・テレビゲーム依存傾向尺度値
の各パーセンタイル値に対応する尺度値と合計得点の対応

図５　インターネット依存傾向項目合計得点と尺度値
との関連

図６　テレビゲーム依存傾向項目合計得点と尺度値と
の関連



を見ると、週２０時間以上行う長時間使用者は、

すでに小学校高学年から見られ、高校生になる

と１０％前後に達している。さらに、週３０時間以

上のきわめて長時間の使用者も小学生から中学

生にかけて出現し、高校２年生では男女とも

６％に達している。このことは、わが国の児童

生徒におけるインターネットへの依存傾向が看

過できない状況にあることを示していると言っ

てよい。

インターネットへの依存の一つにオンライン

ゲームへの依存があり、近隣諸国においても、

オンラインゲーム依存の問題については深刻に

受け止められている８）。研究の目的からそれる

ためデータは割愛したが、本研究で対象とした

児童生徒においても、オンラインゲームを行な

う者は小学生段階でも６～７割見られている。

本研究における焦点の一つであるテレビゲーム

への依存傾向は、オンラインゲームの普及と相

まって、今後、インターネットへの依存傾向へ

と連動していく可能性が十分考えられよう。

本研究は、簡単な質問紙への回答が可能とな

る小学生４年生程度の児童から高校生段階まで

の子どものインターネット、および、テレビゲー

ムへの依存傾向を測定する尺度を、IRTを用い

て構成することを目的としている。十分な精度

を有し、利用しやすい尺度ができれば、依存傾

向を示す児童生徒の早期発見と早期対応を推進

するための、有効なツールとして役立つと思わ

れる。

４－１　インターネット依存傾向尺度の妥当性

と、項目の特徴

１１項目の尺度項目について因子分析を行った

ところ、１因子が抽出され、第１因子の寄与率

が４８.８％と極めて高い値であった。尺度項目は、

インターネット依存に陥り、社会生活上の問題

が発生している者に特徴的に観察される状態４）

をもとに、児童生徒に適すると思われる項目を

精選して作成している。項目群が１因子からな

るという結果は、インターネット依存傾向に関

する純粋な尺度を構成しようとする我々の意図

に合致している。

IRTの識別力パラメータ（ａ）が高い項目は、

項目群が総合的に表す特性をよく反映している

項目である。表１に示した識別力パラメータに

注目すると、すべての項目が２.０以上の非常に高

い識別力を示し、特に、「いつもインターネット

のことが頭から離れない」（ａ＝４.３５）、「イン

ターネットをしないと、落ち込んだり不安にな

る」（ａ＝４.１１）、「インターネットのしすぎで、

学校の成績や勉強に悪影響がでる」（ａ＝３.１９）

など、依存傾向に深く陥っていると思われる状

況をよく反映している項目において、とりわけ

高い識別力が観察されている。すなわち、尺度

項目群が、児童生徒のインターネット依存傾向

をよく反映していることを示しており、本尺度

の妥当性が、内容妥当性、および、因子妥当性

の観点から確認されたということができよう。

児童生徒のインターネット依存傾向について、

現時点では外的基準として利用できる確立され

た既存の尺度は見当たらないため、妥当性の検

討は多様な視点から総合的に行う必要がある。

インターネットを長時間使用することが、すな

わち依存傾向にあることを意味するわけではな

いが、依存に陥った者の多くに見られる特徴と

して、長時間の使用はきわめて重要な特徴であ

る４、５、７、２６、２７）。そこで、外的基準として使用時

間を設定し、重回帰分析を用いて尺度値と使用

時間との関連を検討したところ、学年および性

別を制御した上で、両者に有意な関連（p＜

０.００１）があることが明らかになった（表６）。

インターネットに依存している者の一つの

特徴に、接続時間の制御不能感が挙げられる

が４、２０）、本研究では尺度項目の中には含めてい

ない。その理由は、児童生徒の発達段階では、

たとえ依存傾向が高い者でもインターネット等

の使用を控える努力を試みた経験がある者は必

ずしも多くないと思われ、「インターネットを

する時間を短くしようと思ったら」という前提

のもとで、「自分で短くすることができますか」
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という質問をした場合、実体験に基づかない回

答を求めることになるかもしれない。その場合、

対象者の発達段階からして高度な質問になる可

能性があることから、尺度項目に含めることに

は慎重な立場をとった。ただし、依存傾向が高

い者の中には、使用の抑制を試みて失敗や困難

さを経験した者や、行動制御の自信が低いもの

が少なからずいると推測できる。尺度の妥当性

検討における一つの視点として制御不能感との

関連性を検討することは意義があると言える。

分散分析によって制御不能感と尺度値との関連

を検討したところ、学年および性別の影響を除

去した上で、制御不能感の有意な主効果（p＜

０.００１）が観察された（表７）。また、多重比較

検定では、制御不能感の３水準間に有意差が観

察された（いずれの水準間も、p＜０.００１）。以上

の結果を総合して、本尺度が基準関連妥当性の

視点からも妥当性を有していると結論すること

ができよう。

困難度パラメータに注目して尺度項目の特徴

を概観すると（表１）、b１、b２、b３のそれぞれ

の平均値が、それぞれ、０.４４、１.０１、１.５６、全て

の困難度パラメータの平均値は１.００と、総じて

高い困難度をもつ項目群といえる。対象集団の

尺度値の平均値±標準偏差が－０.０５±０.７６であ

ることからすると、尺度値が＋１SD近辺、また

はそれ以上の者の尺度値を精度よく評価するの

に適している項目群であり、依存傾向の高い者

の抽出に、特に有効といえる。図１には、１１項

目すべて用いて依存傾向を評価する場合の標準

誤差の値を示した。IRTでは、尺度の信頼性に

相当する概念を標準誤差で表すことができ、か

つ、尺度値のレベル毎に表現することができる

という利点がある。標準誤差は、尺度値－０.９～

１.９の範囲で０.３未満、尺度値－０.４～１.６の範囲で

は０.２未満と実用上十分に小さく、尺度値が比較

的高い範囲を中心に、広範囲にわたって十分な

信頼性をもって評価できることがわかった。

４－２　テレビゲーム依存傾向尺度の妥当性と、

項目の特徴

インターネット依存傾向に関する妥当性の検

討と同様の視点から、テレビゲーム依存傾向尺

度についても妥当性の検討を行った。１１項目の

尺度項目について因子分析を行ったところ、２

因子が抽出され、第１因子および第２因子の寄

与率はそれぞれ３６.９％、９.２％と、第１因子の寄

与率が高く、尺度は概ね１因子構造に近い特徴

を示している。テレビゲーム依存傾向項目は、

インターネット依存傾向項目の内容および表現

を用いているが、表２に示した識別力パラメー

タに注目すると、１１項目すべてが１.０以上の十分

に高い識別力を示していた。特に、「テレビゲー

ムをしないと、落ち込んだり不安になる」（ａ＝

２.２９）、「いつもテレビゲームのことが頭から離

れない」（ａ＝１.９５）、「テレビゲームのしすぎで、

睡眠不足になる」（ａ＝１.８５）などに高い識別力

が観察された。その他、学業への悪影響や人間

関係の軽視などに関する項目にも比較的高い識

別力がみられ、本尺度の構成概念である、『テレ

ビゲームに没頭することによって、心身の状態

や社会生活上、問題が生じている状態』をよく

反映している項目群であるといえる。これらの

ことから、本尺度が、十分な内容妥当性、およ

び、因子妥当性を有しているということができ

る。

テレビゲーム依存傾向の外的基準として利用

できる既存の測定方法は見当たらないので、テ

レビゲーム使用時間および制御不能感を外的基

準として設定し、尺度値との関連を検討した。

重回帰分析を用いて尺度値と使用時間との関連

を検討したところ、学年および性別を制御した

上で、両者に有意な関連（p＜０.００１）があるこ

とが明らかになった（表６）。また、テレビゲー

ムの使用に関する制御不能感と尺度値との関連

を検討した結果からも、学年および性別を制御

した上で、きわめて明確な制御不能感の主効果

（p＜０.００１）が確認された（表７）。多重比較検

定でも、制御不能感の３水準間に有意差が観察
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された（いずれの水準間も、p＜０.００１）。以上の

結果から総合的に判断すると、テレビゲーム依

存傾向尺度も基準関連妥当性の視点から十分な

妥当性を有しているといえる。

困難度パラメータに注目してテレビゲーム依

存傾向尺度項目の特徴を概観すると、b１、b２、

b３のそれぞれの平均値が、それぞれ、０.１６、１.１２、

２.０７、全ての困難度パラメータの平均値は１.１２と、

総じて高い困難度をもつ項目群であった。対象

集団の尺度値の平均値±標準偏差が０.０８±０.８４

であることからすると、依存傾向が比較的高い

者の尺度値を精度よく評価するのに適した項目

群といえる。図２には、１１項目すべて用いて依

存傾向を評価する場合の標準誤差が示されてい

るが、尺度値－１.０～１.９の範囲では標準誤差は

０.３未満であり、実用上、広い尺度値の範囲で十

分な信頼性をもって評価できることが分かった。

４－３　尺度値の学年の進行に伴う横断的変化

および性差

インターネットをしている児童生徒について、

インターネット依存傾向尺度値の学年の進行に

伴う横断的変化および性差を検討したところ、

学年の進行とともに明らかに依存傾向が高まっ

ていた（図３）。多重比較検定の結果と合わせて

考えると、特に中学生期に依存傾向が急激に高

まると捉えることができる（表５）。この時期に

はインターネット使用者が増加していることか

らしても、特に注意が必要な時期といえる。ま

た、小学校高学年以降、男子に比べ女子の尺度

値が一貫して高い傾向があり、女子の依存傾向

には特に注意が必要といえるだろう。ただし、

海外の研究によると、女性よりも男性に依存者

が多いという傾向がみられ７、２７、２８）、対象集団の

年齢層の違いはあるが、本研究の結果とは異

なった傾向である。この違いがもつ意義等につ

いては、今後の研究が待たれるところである。

テレビゲーム依存傾向尺度値については、テ

レビゲームをしている児童生徒の尺度値は女子

に比べ男子で高く、また、男女とも学年が進む

ほど高まるという結果であった（図４）。また、

有意な交互作用（学年×性別）が示すように、

学年の進行に伴う上昇の程度は男女で差があり、

小学生から中学生前半にかけては低値であった

女子が、その後、学年が進むにつれて急激に上

昇し、中学３年生以降、女子は男子と同等かそ

れ以上になっていた。この傾向については慎重

な解釈が必要であり、表４に示したように、テ

レビゲームの使用者は学年とともに低下し、そ

の傾向は女子において著しいことを加味して考

察する必要がある。つまり、学年の進行に伴う

尺度値の上昇、とりわけ女子の急上昇は、「依存

傾向が徐々に高まっていく」傾向という解釈と、

「依存傾向が低い者は学年が進むにつれテレビ

ゲームをしなくなり、もともと依存傾向が高

かった者がテレビゲームをし続ける」という解

釈の両方の見方が可能である。この点を明らか

にするには、今後、縦断的な研究が必要となろう。

なお、特徴が異なる対象集団の尺度値を共通

尺度上で表現できることは、IRTで構成した尺

度の重要な利点であり、ここで示したように、

小学生から高校生までの広範囲にわたる発達段

階の依存傾向の推移を共通尺度上で記述してい

る報告は、筆者の知る限り、他には見当たらな

い。

４－４　尺度の簡易的な利用法の検討

IRTによる尺度構成の中心は、当該構成概念

に対応する質のよい質問項目群とそれらのパラ

メータからなる項目プールを作成することにあ

り、尺度の利用者は、その目的や調査環境に応

じて項目を選択して用いることができる。用い

た項目群に対する回答者の反応パターンから個

人毎の尺度値を求める方法は最尤推定法やベイ

ズ推定法などの方法があり、通常はIRT用のコ

ンピュータソフトを用いて計算する。IRTによ

る尺度の利用に当たっては、個人の尺度値を求

める過程で、一般に広く用いられているとは言

えず、かつ、一般ユーザーにとっては必ずしも

使い易いとは言い難いコンピュータソフトを
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利 用 す る 必 要 に 迫 ら れ る。こ こ で は、

MULTILOG２４）を用いて個人の尺度値を求めて

いるが、本研究で用いた４件法のような３つ以

上の選択肢を持つ回答様式を扱うことができる

ソフトは限られており、日本語で簡便に利用で

きるソフトは筆者の知る限り見当たらない。

このような実用上の難点を克服し、尺度をよ

り簡便に用いるためには、尺度項目の各選択肢、

すなわち「よくある」、「時々ある」、「あまりな

い」、「ない」に、それぞれ、３点、２点、１点、

０点と得点を与え、１１尺度項目の得点を単純に

足し合わせた合計得点から尺度値を高精度で推

定できれば都合がよい。本来は、仮に合計得点

が同一であっても、項目毎の回答パターンが異

なるとIRTで求めた尺度値は異なってくるが、

結果は、各依存傾向尺度値はいずれも、単純な

回答の合計得点との間にr＝０.９４～０.９６の高い相

関関係を示しており、実用上は合計得点は尺度

値をよく反映していると言ってよい。ただし、

図５および図６に示すように、両者の関係は直

線関係ではないため、直線回帰式を用いて合計

得点から尺度値を推定するには問題がある。簡

便で、かつ実用上、十分な精度で尺度値を求め

る方法として、図５および図６を用いて、合計

得点における尺度値の平均値をもとめ、推定値

とすることが可能だろう。この方法でも、標準

偏差としてほぼ０.１前後の十分小さな推定誤差

で各個人の尺度値を推定することができる。

さらに、表８には、本研究で用いた集団の各

尺度値のパーセンタイル値を求め、合計得点と

の対応を示した。個人の合計得点から依存傾向

のパーセンタイル値を求めて、個人の評価に用

いるなど、IRTによる尺度値を反映した実用的

な尺度の運用が可能である。尺度のより簡便な

利用法として応用できるだろう。

まとめとして、本研究では、IRTを用いてイ

ンターネット依存傾向尺度およびテレビゲーム

依存傾向尺度を構成したところ、それぞれ１１項

目からなる項目プールを有する尺度を構成する

ことができた。内容妥当性、因子妥当性、およ

び、使用時間や制御不能感を外的基準と捉えた

基準関連妥当性等の検討から、両尺度には十分

な妥当性および信頼性があることを確認した。

また、尺度の簡易的利用法として、各個人の回

答の合計得点を用いる方法や、パーセンタイル

値を用いる方法を提案した。本研究で構成した

両尺度は、依存傾向を有する児童生徒の早期発

見や早期対応のための活用や、研究上の測定手

段としての活用など、有効なツールとして利用

可能といえる。

児童生徒のインターネットおよびテレビゲー

ムの使用について、とりわけ、インターネット

長時間使用者が小学生時から現れ始め、高校生

では顕在化している実態を示した。加えて、イ

ンターネットおよびテレビゲーム依存傾向の学

年の進行に伴う発達的変化を検討し、両者とも

小学４年生から高校２年生にかけて有意な上昇

が見られること、および、インターネット依存

傾向は女子で高く、テレビゲーム依存傾向は男

子で高いという性差が存在することなどを明ら

かにした。

今後の展望として、これらの尺度を活用する

ことで、成長期の依存傾向の形成過程やそれに

関わる要因の検討、依存傾向と心身および社会

的発達上の問題との関連の検討、依存傾向の予

防・改善に関する介入研究など、この分野の研

究において多様な進展の可能性が考えられる。
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Scale development for measuring children’  s Internet and video 

game addiction, and cross-sectional change in the scale values 

from primary to high school students

Hideyuki TOBE, Mieko HOTTA, Kazuo TAKEUCHI
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　　The scales to measure ‘Internet addiction’ and ‘video game addiction’ for school children were 

developed using item response theory (IRT). The participants in this study were 2,947 school children 

from fourth grader of primary school to second grader of high school. They answered the questionnaire 

including the scale items for each addiction and the usage of Internet and video game, and so on. The 

data of children who used Internet (N=1,521) or video games (N=1,742) were analyzed for each scale 

development. The IRT parameters; discrimination power and difficulty level, were estimated using the 

graded response model of IRT. The developed item pool for Internet addiction scale included 11 items 

with very high discrimination and relatively high difficulty on average. The item pool for Video game 

addiction scale included 11 items with relatively high in both discrimination and difficulty on average.

　　The relationship between the scale value for Internet addiction and time connecting Internet (h/wk) 

as an external criterion was significant (p<0.001) when the grade and sex were controlled using multi-

regression analysis. The main effect of children’s lack of confidence to control the time connecting 

Internet as a criterion to the scale value was significant using 3-way ANOVA (p<0.001). Similar 

relationships were observed in the scale value for Video game addiction and the criterion variables 

(p<0.001). The results indicate that the scales have a criterion-related validity. Also, the easy use of 

developed scales was proposed.

　　The cross-sectional change in each scale value with grade advancing was described. The Internet 

addiction scale value showed the significant increase from primary to high school children (ANOVA; 

p<0.001), and significant sex difference (girls > boys, p<0.01). The Video game addiction scale value 

showed the significant increase with grade advanced (p<0.001), sex difference (boys > girls, p<0.001), 

and interaction (grade×sex, p<0.001). 

　　In summary, the scales developed could be useful tools in this field of study and practice in health 

education and guidance.




